
 
旧
幼
稚
園
は
、
ど
ん
な

こ
と
に
利
用
し
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
か
？

 
小
学
校
の
横
に
建
設
さ
れ
た

新
高
取
幼
稚
園
が
、
こ
の
４
月

か
ら
開
園
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
閉
園
と
な
っ
た
旧
高
取

幼
稚
園
と
旧
育
成
幼
稚
園
の
園

舎
と
土
地
を
今
後
ど
の
様
に
利

用
す
る
の
か
質
問
す
る
と
供
に
、

特
に
、
若
年
層
や
地
元
の
意
見

を
集
約
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。「

建
物
に
つ
い
て
は
、
新
幼

稚
園
園
舎
建
設
の
起
債
借
り

入
れ
（
借
金
）
の
条
件
と
し
て
、

取
り
壊
し
ま
た
は
売
却
の
処
分

を
５
年
以
内
（
令
和
９
年
３
月

末
ま
で
）
に
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
「
建
物
・
土
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
要

望
も
踏
ま
え
一
般
財
産
と
し
て

検
討
す
る
。
」
と
い
う
回
答
で

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽

性
者
等
へ
の
支
援
を
迅
速

に
現
在
感
染
者
に
つ
い
て
の
情

報
は
、
保
健
所
か
ら
自
治
体
へ

連
絡
が
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
で

陽
性
が
判
明
し
て
も
、
保
健
所

か
ら
本
人
へ
の
指
示
が
あ
る
の

は
２
，
３
日
後
で
、
そ
の
間
あ

る
い
は
自
宅
療
養
期
間
に
、
健

康
状
態
の
悪
化
、
日
常
生
活
へ

の
支
障
が
あ
っ
た
場
合
、
町
は

誰
に
ど
の
様
な
支
援
が
必
要
な

の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
迅

速
に
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
る

よ
う
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
対

策
を
求
め
ま
し
た
。

・
自
宅
療
養
者
支
援
に
、
ゴ
ミ

袋
、
オ
ム
ツ
支
給
を
加
え
る

こ
と

・
家
庭
内
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
軽
症
の
陽
性
者
も
宿

泊
施
設
療
養
を
可
能
に
す
る

こ
と

・
発
熱
外
来
（
症
状
が
あ
る
人
）

で
の
窓
口
負
担
の
軽
減

・
コ
ロ
ナ
関
係
に
つ
い
て
、
役

場
相
談
窓
口
一
本
化

・
若
年
層
の
接
種
推
進
の
た
め

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
街
頭
チ
ラ
シ

で
知
ら
せ
る
こ
と
（
但
し
、

接
種
は
基
本
的
に
本
人
が
判

断
す
る
こ
と
で
す
）

・
収
入
が
減
っ
て
い
る
事
業
者
、

住
民
へ
町
独
自
の
支
援
策
を

さ
ら
に
実
施
す
る
こ
と

町
の
主
な
回
答
か
ら
）

・
自
宅
療
養
者
支
援
に
ゴ
ミ
袋

を
加
え
る
。

・
３
月
中
旬
よ
り
、
県
は
自
宅

療
養
者
に
生
活
支
援
の
希
望

に
つ
い
て
電
話
で
の
聞
き
取

り
を
民
間
業
者
に
委
託
し
、

保
健
所
と
町
の
連
携
を
図
る
。

・
県
は
、
こ
れ
ま
で
軽
症
で
あ
っ

て
も
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
の

重
症
化
防
止
の
た
め
、
入
院

推
進
を
し
て
き
た
。
新
た
に
、

宿
泊
療
養
施
設
に
お
い
て
、

病
院
か
ら
の
往
診
、
中
和
抗

体
薬
や
経
口
治
療
薬
の
投
与

を
実
施
す
る
。

・
町
は
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
人

へ
個
人
通
知
を
し
て
、
接
種

を
呼
び
か
け
る
。

ま
た
、
保
健
所
体
制
の
拡
充
、

検
査
体
制
の
整
備
、
ワ
ク
チ
ン

の
安
定
供
給
、
給
付
・
補
償
の

財
源
措
置
、
病
床
の
削
減
や
病

院
の
統
廃
合
の
中
止
を
国
へ
求

め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

か
か
る
事
故
の
実
態
と
町
幹
部

の
関
与
に
つ
い
て
の
調
査
特
別

委
員
会

昨
年
１
１
月
、
新
澤
良
文
議

長
が
議
会
で
全
く
議
論
さ
れ
て

な
い
中
間
報
告
書
を
議
長
名
で

各
自
治
会
長
に
配
布
し
て
い
た

た
め
、
数
名
の
議
員
と
供
に
文

書
の
撤
回
を
す
る
よ
う
抗
議
し

ま
し
た
。

ま
た
、
弁
護
士
費
用
に
つ
い
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て
、
１
１
月
、
議
会
は
全
会
一

致
で
２
０
０
万
円
の
予
算
を
承

認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
契
約

先
や
契
約
内
容
に
つ
い
て
全
体

で
話
し
合
い
を
せ
ず
、
今
年
１

月
議
長
単
独
で
、
予
算
を
超
え

る
２
７
５
万
円
の
契
約
を
し
て

い
た
こ
と
が
発
覚
。
契
約
書
に

は
、
委
任
内
容
と
し
て
、
「
意

見
書
又
は
報
告
書
の
作
成
」
が

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
数
名
の

議
員
と
供
に
度
重
な
る
独
断
的

な
や
り
方
に
抗
議
し
、
報
告
書

を
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
作
成

す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
話
し
合
い
を
し
、
「
弁

護
士
か
ら
提
案
を
受
け
、
議
会

が
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
」

で
合
意
し
て
い
ま
す
。

資
材
置
場
に
大
型
ダ
ン
プ

が
何
を
運
び
込
ん
で
い
る

の
か
？

「
盛
土
に
建
設
汚
泥
処
理
土
ま

た
は
、
工
場
跡
地
等
で
有
害
物

質
に
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ

る
土
壌
を
使
用
す
る
場
合
は
、

土
壌
環
境
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
の
上
使
用

す
る
こ
と
」
の
項
目
が
県
の

林
地
開
発
許
可
条
件
の
一
つ

に
あ
り
ま
す
。
高
取
町
議
会

は
県
へ
土
壌
調
査
の
実
施
と

透
明
性
の
あ
る
公
表
、
立
ち

会
い
の
要
望
、
ま
た
高
い
盛

土
の
土
砂
災
害
調
査
の
実
施

や
事
前
協
議
の
経
緯
説
明
書

の
開
示
等
を
求
め
て
い
ま
す
。

議
会
で
広
報
担
当
を
し
て

い
ま
す
。
担
当
者
会
議
で
は
、

「
ど
こ
に
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
の
か
」
「
議
会
で
ど
ん

な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
い

る
の
か
」
「
住
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
、
知
り
た
い
こ
と
は

何
か
」

み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
に
役
立
つ
議
会
だ
よ
り
を

つ
く
る
た
め
に
四
苦
八
苦
、

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

議
会
は
、
本
会
議
の
Ｙ
ｏ

ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
と
議
事
録

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
す

で
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
、

み
ん
な
の
議
会
め
ざ
し
が
ん

ば
り
ま
す
。
ご
意
見
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ロシアはウクライナ侵略をやめよ！

国際世論の力で侵略を止め、平和を回復するため最後まで力をつくそう！

平和を守る 日本共産党はこう考えます

自民党は、「敵基地攻撃能力の保有」を宣言、他国に

よるミサイル攻撃に対して、ミサイル基地だけでなく、

指揮統制機能等も含む」（日本で言えば、防衛省本省、

総理官邸など）を攻撃可能とするよう政府に提言してい

ます。相手国との全面戦争にもつながる危険きわまりな

い内容です。

そして、日本が直面している最大の現実の危険は、日

本が攻撃されていなくても、米国が軍事行動を始めたら、

「安保法制」を発動して、自衛隊が米軍と一緒に「敵基

地攻撃」に乗り出すことになり、結果、戦火が日本に及

ぶことです。

東アジアに友好協力条約締結を目指し、東アジアを平

和な地域にすることを提案しています。すでに、東南ア

ジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）は、あらゆる問題を平和的

な話し合いで解決する努力を徹底的に積み重ね、東南ア

ジアに平和の地域共同体を作り上げてきました。

ロシア、中国、北朝鮮の不穏な動きに、みなさんが不

安を募らせているのは当然です。

万が一、急迫不正の主権侵害が起きた場合、「自衛隊

を含むあらゆる手段で命と主権を守る」方針です。

憲法９条は、戦争を放棄し、戦力の保持を禁止してい

ますが、無抵抗主義ではありません。９条のもとでも、

個別的自衛権は存在し、必要に迫られた場合には、その

権利を行使するというのが、日本共産党の一貫した立場

です。

自衛隊はどうみても戦力で、憲法違反であるというの

が日本共産党の立場です。「もう自衛隊がなくても大丈

夫だという圧倒的多数の国民の合意が生まれたとき」に、

自衛隊解消を果たすことができます。

いいえ、もともと社会主義とは縁もゆかりもない覇権

主義と専制主義の体制で、人間を支配・抑圧する政治を

してきました。日本共産党は、旧ソ連によるチェコスロ

バキアやアフガニスタン侵略を厳しく批判し、３１年前

のソ連解体のさいに、「巨悪の党の終焉を歓迎する」声

明を出しています。

北方領土問題では、日本政府の「４島返還」に対して、

日本共産党は歴史的に日本の領土であった「全千島列島

返還」を主張しています。

ロシア、中国、アメリカ、北朝鮮、どんな国であれ、

覇権主義的な干渉・戦争・抑圧・支配を許さず平和の国

際秩序を築く事が日本共産党の立場です。

「軍事対軍事」では軍拡の果てしない悪循環

日本の平和を守るには、どうする？

万が一攻められたら、どうする？

日本共産党は、自衛隊違憲の立場なのに活用するの？

ロシアは、共産主義じゃないの？


